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Ⅰ．はじめに

ハンドブックの特徴

六甲山系の植生

現在の六甲山は緑に覆われていますが、明治の初期は、

ほとんど草木のない山でした。今みられる緑は、その大

部分が明治以降、植林によって回復したものです。

六甲山は、山麓と山頂とで気温差が約6℃、年間降水量

の差が約600mmあり、多様な環境を有しています。こ

のため、六甲山地とその周辺域では約1,700種の植物が

確認されており、一度は草木のない状態となったにも関

わらず、現在では多くの植物が生育しています。

現在、六甲山では、コナラ林などの落葉広葉樹林、シイ

林及びカシ林などの常緑広葉樹林、アカマツ林やスギ・

ヒノキ林などの針葉樹林をみることができます。また、

六甲山で見られる樹林は、植栽由来の二次林がほとんど

ですが、六甲山頂や寺院・神社の周囲には、保護されて

きた自然林が残されています。




